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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2000年２月25日から無期限です。
運 用 方 針 信託財産の成長をはかることを目的として、積極

的な運用を行います。

主要投資対象

ＤＩＡＭ
成長株オープン

ＤＩＡＭ成長株オープン・マ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。

ＤＩＡＭ
成長株オープン・
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の株式を主要投資対象と
します。

運 用 方 法

マザーファンドにおいては、わが国の株式のうち
中小型株を中心に投資しつつ、成長性の高い大型
株の組入れも行うことで、収益の獲得をめざしま
す。
銘柄選定にあたっては、ボトムアップ調査に基づ
き成長性が期待できる銘柄群（投資組入対象銘柄
群）を選定し、その中からビジネスモデル、経営
者の資質・ビジョン、収益性、株価水準、ＥＰＳ
成長率の５つの観点により組入銘柄を決定しま
す。
株式の実質組入比率は、原則として70％以上を維
持します。

組 入 制 限

株式への実質投資割合（新株引受権証券および新
株予約権証券を含みます。）には、制限を設けま
せん。
外貨建資産への実質投資割合は、原則として信託
財産総額の30％以下とします。

分 配 方 針

決算日（原則として１月20日。休業日の場合は翌
営業日。）に配当等収益および売買益等は信託財
産に留保することを基本としつつ、基準価額水準
も勘案した上で、分配額を決定する方針です。
分配金が支払われない場合があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：出 世 株

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「ＤＩＡＭ成長株オープン」
は、2022年１月20日に第22期の決算
を行いました。ここに、運用経過等をご
報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ＤＩＡＭ成長株オープン

運 用 報 告 書（全体版）
第22期<決算日2022年１月20日>
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1－　　－

ＤＩＡＭ成長株オープン

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Russell/Nomura Small Cap 東証株価指数 株式組入

比 率

株式先物

比 率

純 資 産

総 額(分配落) 税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

インデックス
（配当込み）
（参考指数）

期 中
騰 落 率

(ＴＯＰＩＸ)
(参 考 指 数)

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
18期(2018年１月22日) 19,730 0 35.8 996.51 32.6 1,891.92 23.4 98.6 － 6,144
19期(2019年１月21日) 16,872 0 △14.5 816.19 △18.1 1,566.37 △17.2 97.5 － 4,728
20期(2020年１月20日) 20,113 0 19.2 910.94 11.6 1,744.16 11.4 98.2 － 5,300
21期(2021年１月20日) 24,023 0 19.4 919.52 0.9 1,849.58 6.0 98.8 － 5,668
22期(2022年１月20日) 20,691 0 △13.9 940.36 2.3 1,938.53 4.8 92.2 － 4,437
（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）Russell/Nomura Small Capインデックスの知的財産権およびその他一切の権利は野村證券株式会社およびFrank Russell Companyに帰

属します。なお、野村證券株式会社およびFrank Russell Companyは、Russell/Nomura Small Capインデックスの正確性、完全性、信
頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するものではなく、Russell/Nomura Small Capインデックスを用いて行われる委託会
社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません（以下同じ）。

（注４）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など
同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。
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2－　　－

■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 Russell/Nomura Small Cap 東証株価指数

株式組入
比 率

株式先物
比 率騰 落 率

インデックス
（配当込み）
（参考指数）

騰 落 率 (ＴＯＰＩＸ)
(参 考 指 数) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ポイント ％ ％ ％
2021 年 １ 月 20 日 24,023 － 919.52 － 1,849.58 － 98.8 －

１ 月 末 23,678 △1.4 911.82 △0.8 1,808.78 △2.2 98.7 －
２ 月 末 23,079 △3.9 932.37 1.4 1,864.49 0.8 98.3 －
３ 月 末 23,912 △0.5 1,003.23 9.1 1,954.00 5.6 98.3 －
４ 月 末 23,277 △3.1 973.32 5.9 1,898.24 2.6 98.0 －
５ 月 末 23,144 △3.7 968.43 5.3 1,922.98 4.0 98.3 －
６ 月 末 23,802 △0.9 994.02 8.1 1,943.57 5.1 97.2 －
７ 月 末 23,261 △3.2 977.22 6.3 1,901.08 2.8 96.8 －
８ 月 末 24,313 1.2 1,003.35 9.1 1,960.70 6.0 95.6 －
９ 月 末 24,921 3.7 1,037.28 12.8 2,030.16 9.8 97.7 －
10 月 末 24,552 2.2 1,020.11 10.9 2,001.18 8.2 98.5 －
11 月 末 23,552 △2.0 955.90 4.0 1,928.35 4.3 98.5 －
12 月 末 23,135 △3.7 983.86 7.0 1,992.33 7.7 98.6 －

（期　末）
2022 年 １ 月 20 日 20,691 △13.9 940.36 2.3 1,938.53 4.8 92.2 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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3－　　－

■当期の運用経過（2021年１月21日から2022年１月20日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　米国が金融引き締めに転じたことを背景に、組入れていたグロース株や新興企業株の株価が軟調に推
移したことなどから基準価額は下落しました。
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第21期末
（2021.１.20）

第22期末
（2022.１.20）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第22期首 ： 24,023円
第22期末 ： 20,691円
（既払分配金０円）
騰 落 率 ： △13.9％
（分配金再投資ベース）
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4－　　－

投資環境
　当期の株式市場は、2021年９月には、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展や新政権による経
済政策への期待などを背景に堅調に推移しました。その後は、変異株への警戒や、米国の金融緩和策縮
小に対する懸念などから軟調な展開となりました。結果として当期の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は
4.8％の上昇となりました。中小型株に関しては、米国が金融引き締めに転じたことなどを背景に、小
型株指数（Russell／Nomura Small Capインデックス（配当込み））は2.3％の上昇にとどまりました。

※参考指数については13ページをご参照ください。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンドの組入比率は期を通じて高位に維持するよう運用しました。

●ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンド
　中長期成長力に加え、競争力、マネジメントの質、事業収益性、バリュエーション、流動性を考慮し、
加えて外部環境の変化を想定して、ポートフォリオを構築しました。メドレー、アドベンチャー等を新
規に買い入れ、中外製薬、安川電機等を売却しました。

※運用状況については14ページをご参照ください。

参考指数との差異
　当ファンドはベンチマークを定めておりません。以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数
の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
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第22期
（2021.１.21～2022.１.20）

基準価額
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
Russell/Nomura Small Capインデックス（配当込み）

【基準価額と参考指数の対比】
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5－　　－

分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益
分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンドの組入比率を高位に維持します。

●ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンド
　内外財政金融政策の変化に伴い、株式市場において全般にバリュエーション調整がすすんだことから、
株価の上値余地が拡大してきたものと考えます。投資妙味のある銘柄を見極めて、中長期に渡り高成長
する銘柄のオーバーウェイトを継続することに加え、来期業績の大幅回復が見込め、かつ割安感の生じ
た銘柄の発掘を行うことにより運用パフォーマンスの向上を計ります。

項目
当期

2021年１月21日
～2022年１月20日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 15,676円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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6－　　－

■１万口当たりの費用明細

項目

第22期

項目の概要（2021年１月21日
～2022年１月20日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 420円 1.760％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は23,847円です。

（投信会社） (197) (0.825) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (197) (0.825) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 26) (0.110) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 11 0.046 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（株式） ( 11) (0.046)
(ｃ) その他費用 0 0.001 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） (  0) (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
合計 431 1.807

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で
す。なお、売買委託手数料は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みま
す。

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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7－　　－

（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.76％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

その他費用
0.00％

運用管理費用
（受託会社）
0.11％

運用管理費用
（投信会社）
0.83％総経費率

1.76％

運用管理費用
（販売会社）
0.83％
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8－　　－

■利害関係人との取引状況等（2021年１月21日から2022年１月20日まで）
【ＤＩＡＭ成長株オープンにおける利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

　期中の利害関係人との取引はありません。

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 2,433千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 26千円

(Ｂ)／(Ａ) 1.1％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうちこのファンドに対応するものを含みます。

【ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,860 12 0.7 2,871 50 1.7

平均保有割合　96.8％
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2021年１月21日から2022年１月20日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

Ｄ Ｉ Ａ Ｍ 成 長 株 オ ー プ ン ・
マ ザ ー フ ァ ン ド 19,305 111,490 123,836 716,760

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンド

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 4,731,973千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 5,366,047千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.88

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。
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9－　　－

■投資信託財産の構成� 2022年１月20日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンド 4,422,434 98.6
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 64,818 1.4
投 資 信 託 財 産 総 額 4,487,252 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■組入資産の明細
　親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
Ｄ Ｉ Ａ Ｍ 成 長 株 オ ー プ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 975,038 870,506 4,422,434

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。

(2) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

種 類 当 期
買 付 額

百万円
株 式 18
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■分配金のお知らせ
　収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年１月20日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 4,487,252,724円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 64,818,238

ＤＩＡＭ成長株オープン・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 4,422,434,486

(Ｂ) 負 債 49,855,236

未 払 解 約 金 3,331,580

未 払 信 託 報 酬 46,484,811

そ の 他 未 払 費 用 38,845

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 4,437,397,488

元 本 2,144,613,538

次 期 繰 越 損 益 金 2,292,783,950

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 2,144,613,538口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 20,691円
（注）期首における元本額は2,359,804,425円、当期中における追加

設定元本額は87,843,903円、同解約元本額は303,034,790円
です。

■損益の状況
当期　自2021年１月21日　至2022年１月20日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △7,442円

受 取 利 息 419
支 払 利 息 △7,861

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △618,613,022
売 買 益 21,902,357
売 買 損 △640,515,379

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △93,691,955
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △712,312,419
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 2,344,881,025
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 660,215,344

(配 当 等 相 当 額) (1,017,199,537)
(売 買 損 益 相 当 額) (△356,984,193)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,292,783,950
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 2,292,783,950
追 加 信 託 差 損 益 金 660,215,344
(配 当 等 相 当 額) (1,017,199,537)
(売 買 損 益 相 当 額) (△356,984,193)
分 配 準 備 積 立 金 2,344,895,216
繰 越 損 益 金 △712,326,610

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 1,017,199,537
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 2,344,895,216
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 3,362,094,753
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 15,676.93
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0
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■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Russell/Nomura Small Cap 東証株価指数

株式組入

比 率

株式先物

比 率

純 資 産

総 額期 中
騰 落 率

インデックス
（配当込み）
（参考指数）

期 中
騰 落 率

(ＴＯＰＩＸ)
(参考指数)

期 中
騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
17期(2018年１月22日) 45,172 38.4 996.51 32.6 1,891.92 23.4 99.3 － 6,351
18期(2019年１月21日) 39,287 △13.0 816.19 △18.1 1,566.37 △17.2 98.8 － 4,854
19期(2020年１月20日) 47,711 21.4 910.94 11.6 1,744.16 11.4 98.4 － 5,485
20期(2021年１月20日) 57,995 21.6 919.52 0.9 1,849.58 6.0 99.0 － 5,854
21期(2022年１月20日) 50,803 △12.4 940.36 2.3 1,938.53 4.8 92.5 － 4,422

（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）Russell/Nomura Small Capインデックスの知的財産権およびその他一切の権利は野村證券株式会社およびFrank Russell Companyに帰

属します。なお、野村證券株式会社およびFrank Russell Companyは、Russell/Nomura Small Capインデックスの正確性、完全性、信
頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するものではなく、Russell/Nomura Small Capインデックスを用いて行われる委託会
社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません（以下同じ）。

（注３）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など
同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンド
運用報告書

第21期（決算日　2022年１月20日）
（計算期間　2021年１月21日～2022年１月20日）

　ＤＩＡＭ成長株オープン・マザーファンドの第21期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2001年10月29日から無期限です。

運 用 方 針
わが国の株式のうち中小型株を中心に投資しつつ、成長性の高い大型株の組
入れも行うことで、信託財産の成長をはかることを目的として、積極的な運
用を行います。

主 要 投 資 対 象 わが国の株式を主要投資対象とします。

主 な 組 入 制 限 株式への投資（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）には、
制限を設けません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 Russell/Nomura Small Cap 東 証 株 価 指 数

株式組入
比 率

株式先物
比 率騰落率

インデックス
（配当込み）
（参考指数）

騰落率 (ＴＯＰＩＸ)
(参考指数) 騰落率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ポイント ％ ％ ％
2021 年 １ 月 20 日 57,995 － 919.52 － 1,849.58 － 99.0 －

１ 月 末 57,180 △1.4 911.82 △0.8 1,808.78 △2.2 99.6 －
２ 月 末 55,796 △3.8 932.37 1.4 1,864.49 0.8 99.2 －
３ 月 末 57,916 △0.1 1,003.23 9.1 1,954.00 5.6 98.9 －
４ 月 末 56,457 △2.7 973.32 5.9 1,898.24 2.6 98.9 －
５ 月 末 56,212 △3.1 968.43 5.3 1,922.98 4.0 99.0 －
６ 月 末 57,904 △0.2 994.02 8.1 1,943.57 5.1 97.6 －
７ 月 末 56,669 △2.3 977.22 6.3 1,901.08 2.8 97.3 －
８ 月 末 59,332 2.3 1,003.35 9.1 1,960.70 6.0 95.9 －
９ 月 末 60,896 5.0 1,037.28 12.8 2,030.16 9.8 98.1 －
10 月 末 60,074 3.6 1,020.11 10.9 2,001.18 8.2 98.9 －
11 月 末 57,708 △0.5 955.90 4.0 1,928.35 4.3 99.0 －
12 月 末 56,765 △2.1 983.86 7.0 1,992.33 7.7 98.8 －

（期　末）
2022 年 １ 月 20 日 50,803 △12.4 940.36 2.3 1,938.53 4.8 92.5 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2021年１月21日から2022年１月20日まで）

基準価額等の推移
　当期末の基準価額は50,803円となり、前期末
比で12.4％下落しました。

基準価額の主な変動要因
　米国が金融引き締めに転じたことを背景に、組
入れていたグロース株や新興企業株の株価が軟調
に推移したことなどから基準価額は下落しました。

投資環境
　当期の株式市場は、2021年９月には、新型コ
ロナウイルスのワクチン接種の進展や新政権によ
る経済政策への期待などを背景に堅調に推移しま
した。その後は、変異株への警戒や、米国の金融
緩和策縮小に対する懸念などから軟調な展開とな
り ま し た 。 結 果 と し て 当 期 の 東 証 株 価 指 数
（ＴＯＰＩＸ）は4.8％の上昇となりました。中
小型株に関しては、米国が金融引き締めに転じた
こ と な ど を 背 景 に 、 小 型 株 指 数 （ Russell ／
Nomura  Small  Cap イ ン デ ッ ク ス （ 配 当 込
み））は2.3％の上昇にとどまりました。

ポートフォリオについて
　中長期成長力に加え、競争力、マネジメントの
質、事業収益性、バリュエーション、流動性を考
慮し、加えて外部環境の変化を想定して、ポート
フォリオを構築しました。メドレー、アドベン
チャー等を新規に買い入れ、中外製薬、安川電機
等を売却しました。
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【運用状況】（注１）ファンドの組入比率は純資産総額に対する割合です。
（注２）業種は東証33業種分類によるものです。

○組入上位10業種
期首（前期末）
No. 業種 ファンド ＴＯＰＩＸ(参考指数) 差
１ 情報・通信業 15.9％ 9.2％ 6.7％
２ 電気機器 15.8 18.1 △2.3
３ サービス業 10.1 5.7 4.5
４ 小売業 8.4 4.7 3.8
５ 機械 6.1 5.8 0.3
６ 精密機器 5.9 2.6 3.3
７ 医薬品 5.9 5.8 0.0
８ 食料品 5.6 3.4 2.2
９ 化学 4.9 7.4 △2.6
10 陸運業 3.3 3.4 △0.1

期末
No. 業種 ファンド ＴＯＰＩＸ(参考指数) 差
１ 情報・通信業 23.2％ 7.9％ 15.3％
２ 電気機器 11.3 19.0 △7.7
３ サービス業 10.1 6.0 4.1
４ 精密機器 5.3 2.7 2.6
５ 機械 4.9 5.5 △0.5
６ 小売業 4.7 4.0 0.7
７ 化学 4.5 6.7 △2.2
８ 輸送用機器 4.2 8.8 △4.6
９ その他金融業 3.3 1.2 2.2
10 卸売業 2.6 5.5 △2.9

○組入上位10銘柄
期首（前期末）
No. 銘柄名 通貨 比率
1 ＧＭＯペイメントゲートウェイ 日本・円 3.5％
2 日本Ｍ＆Ａセンター 日本・円 3.4
3 朝日インテック 日本・円 3.0
4 エムスリー 日本・円 3.0
5 浜松ホトニクス 日本・円 2.6
6 ファーストリテイリング 日本・円 2.5
7 中外製薬 日本・円 2.4
8 イー・ギャランティ 日本・円 2.2
9 ディスコ 日本・円 2.2
10 コスモス薬品 日本・円 2.1

組入銘柄数 129銘柄

期末
No. 銘柄名 通貨 比率
1 メドレー 日本・円 3.8％
2 アドベンチャー 日本・円 3.4
3 シマノ 日本・円 2.7
4 浜松ホトニクス 日本・円 2.6
5 朝日インテック 日本・円 2.3
6 イー・ギャランティ 日本・円 2.3
7 レーザーテック 日本・円 1.9
8 コスモス薬品 日本・円 1.8
9 ミスミグループ本社 日本・円 1.8
10 日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 日本・円 1.8

組入銘柄数 145銘柄

今後の運用方針
　内外財政金融政策の変化に伴い、株式市場において全般にバリュエーション調整がすすんだことから、
株価の上値余地が拡大してきたものと考えます。投資妙味のある銘柄を見極めて、中長期に渡り高成長
する銘柄のオーバーウェイトを継続することに加え、来期業績の大幅回復が見込め、かつ割安感の生じ
た銘柄の発掘を行うことにより運用パフォーマンスの向上を計ります。
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■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 4,731,973千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 5,366,047千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.88

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

■１万口当たりの費用明細
項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率

(ａ) 売 買 委 託 手 数 料 26円 0.045％ (ａ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
（株 式） (26) (0.045) 売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料
合 計 26 0.045

期中の平均基準価額は58,070円です。
（注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買及び取引の状況（2021年１月21日から2022年１月20日まで）
　株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 810.4 1,860,943 926.2 2,871,030(94.4) (－)

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。
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■利害関係人との取引状況等（2021年１月21日から2022年１月20日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,860 12 0.7 2,871 50 1.7

(3) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 2,495千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 27千円

(Ｂ)／(Ａ) 1.1％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。

(2) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

種 類 当 期
買 付 額

百万円
株 式 18

CC_21842724_07_ostOne_DIAM成長株O_成長株OMF（1万口）.indd   16 2022/03/11   14:06:28



17－　　－

■組入資産の明細
　国内株式

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
水産・農林業（0.4％）
サカタのタネ 8 4.9 16,023
建設業（2.6％）
ショーボンドホールディングス 13.3 9.7 47,918
ベステラ 15.3 7.7 9,940
第一カッター興業 18.2 12 15,540
コムシスホールディングス 12.1 10 26,910
東洋建設 30.5 10.3 5,685
食料品（1.9％）
江崎グリコ 6.5 － －
ヤクルト本社 5.8 1 5,810
明治ホールディングス 5.3 1.6 11,136
キリンホールディングス 20.5 － －
サントリー食品インターナショナル 11.5 － －
不二製油グループ本社 25.9 19.1 43,605
味の素 24.9 5.5 17,809
化学（4.8％）
トクヤマ 8.2 － －
アイカ工業 13 10.7 34,454
日本ペイントホールディングス 5.5 27 25,434
資生堂 5.8 5.6 32,956
ライオン 8.8 8.6 12,994
ファンケル 4.4 4.6 13,496
Ｉ－ｎｅ 1.6 － －
日東電工 2.9 2.9 25,839
ユニ・チャーム 11.6 11 52,008
医薬品（2.0％）
日本新薬 4.5 4.4 32,648
中外製薬 25.2 － －
小野薬品工業 16.1 － －
参天製薬 29.6 － －
栄研化学 17.5 17.1 30,831
鳥居薬品 5.7 － －
ＪＣＲファーマ 7.4 6.8 13,804
そーせいグループ － 3.9 6,325
ゴム製品（0.4％）
ＴＯＹＯ　ＴＩＲＥ 10.3 10.1 17,190
ガラス・土石製品（0.9％）
日本碍子 18.5 18.1 35,150
非鉄金属（1.2％）
ＤＯＷＡホールディングス 8 7.8 39,156
アサヒホールディングス 2.6 5.2 10,883
機械（5.4％）
三浦工業 7 － －
アマダ － 10 11,470
ＤＭＧ森精機 16.5 9.5 18,012
ディスコ 3.4 0.1 3,325
ヤマシンフィルタ 5.2 2 886
タツモ － 1.9 2,654

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ナブテスコ 10.5 5.8 21,025
ユニオンツール － 3 11,400
技研製作所 3.9 0.1 392
ハーモニック・ドライブ・システムズ － 3.1 14,182
ダイキン工業 － 0.1 2,481
ダイフク － 5.5 45,980
ＣＫＤ － 7.3 15,665
竹内製作所 － 4.5 13,090
ツバキ・ナカシマ － 0.1 143
日本トムソン － 7 4,396
ＴＨＫ 10.7 － －
マキタ 9.7 11.5 53,739
電気機器（12.2％）
イビデン 7.3 0.1 637
安川電機 12.4 － －
マブチモーター 6.6 6.4 24,096
オムロン 11.5 3.9 37,479
日本電気 6.3 3.9 20,202
ルネサスエレクトロニクス 20.5 20.3 28,054
アンリツ 5.7 5.6 9,475
ＴＤＫ 4.1 0.1 423
アルプスアルパイン 14.7 11.1 12,454
日本光電工業 6.7 6.5 19,857
堀場製作所 3.7 3.7 22,755
アドバンテスト 8.7 0.1 1,005
シスメックス 9 5.9 66,876
レーザーテック 3.3 3 84,075
図研 5.8 5.6 16,682
ローム 3.7 3.7 37,481
浜松ホトニクス 24 19.3 115,607
ＳＣＲＥＥＮホールディングス － 0.1 1,197
輸送用機器（4.5％）
いすゞ自動車 29.3 28.6 40,983
アイシン 6.1 － －
ヤマハ発動機 8.8 8.6 23,942
シマノ 4.6 4.5 120,870
精密機器（5.7％）
島津製作所 14.3 10.2 41,565
マニー 5 4.9 8,129
オリンパス 21.6 15.1 36,542
朝日インテック 51.4 49.8 103,882
メニコン 7.8 15 42,240
その他製品（2.3％）
バンダイナムコホールディングス 12.9 9 72,522
アシックス 9.9 9.7 21,475
電気・ガス業（1.2％）
メタウォーター 27.9 26.9 50,464
陸運業（2.7％）
東急 76.8 20.5 30,770
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銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ハマキョウレックス 5.8 5.6 15,898
ヤマトホールディングス 19 18.6 44,230
Ｃ＆Ｆロジホールディングス 15.2 14.9 20,576
情報・通信業（25.1％）
イーブックイニシアティブジャパン 3.7 2.7 12,771
セレス － 22.2 45,798
テクマトリックス 6.5 6.3 9,840
ＧＭＯペイメントゲートウェイ 13.5 0.1 1,074
インターネットイニシアティブ 4.2 4.2 17,220
コムチュア 7.7 3.9 11,403
カナミックネットワーク 13.2 13.2 5,794
ユーザベース － 29.9 37,345
ＰＫＳＨＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ － 10.9 24,099
マネーフォワード － 0.1 489
ヘッドウォータース 0.8 － －
カラダノート － 3.7 2,904
クリーマ 1.9 － －
ＳＵＮ　ＡＳＴＥＲＩＳＫ － 18.1 31,656
プレイド － 1.6 2,628
ヤプリ 1.3 5.5 14,371
ＥＮＥＣＨＡＮＧＥ － 0.7 1,005
スパイダープラス － 1 1,108
ビジョナル － 3.9 30,420
セキュア － 0.1 125
野村総合研究所 17.7 13.9 60,812
セーフィー － 0.5 552
くふうカンパニー － 0.2 75
ワンキャリア － 0.1 224
メルカリ 3.6 3.9 19,188
フレクト － 0.5 1,157
Ｆｉｎａｔｅｘｔホールディングス － 19.4 16,257
カオナビ 1.7 7.7 20,050
ＣＨＡＴＷＯＲＫ － 41.9 31,802
ＨＥＮＮＧＥ 3 － －
フリー 1.6 － －
マクアケ － 16.9 64,220
メドレー － 72.9 166,576
Ｚホールディングス 72.5 － －
トレンドマイクロ 12.3 12.1 70,906
日本オラクル 3 3 26,580
伊藤忠テクノソリューションズ 8.2 8 26,760
大塚商会 7.6 7.4 35,927
アルゴグラフィックス 6.3 6.1 19,886
兼松エレクトロニクス 3.3 3.3 12,507
光通信 2.4 2.4 37,200
ＧＭＯインターネット 16.5 11.2 28,728
エヌ・ティ・ティ・データ 34.8 31.7 72,814
カプコン 8.1 15.8 41,664
日本システムウエア 5.5 5.4 11,631
ＴＫＣ 2 3.8 11,552
卸売業（2.8％）
シップヘルスケアホールディングス 6.9 13.4 34,397

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ミスミグループ本社 22 20.5 78,925
小売業（5.1％）
大黒天物産 7.4 － －
あさひ 9.3 3.3 4,504
コスモス薬品 7.8 5.4 79,812
ＨＹＵＧＡ　ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＡＲＥ － 0.1 496
良品計画 18.3 0.1 153
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 12.3 12.2 18,104
ニトリホールディングス 4.3 3.6 59,184
ファーストリテイリング 1.6 0.7 47,348
銀行業（1.7％）
りそなホールディングス 17.7 145.8 70,538

証券、商品先物取引業（1.4％）
ＳＢＩホールディングス 7.3 5.5 17,132
マネックスグループ － 68.5 41,922
保険業（0.6％）
アイペットホールディングス 10.9 10.7 24,064
その他金融業（3.6％）
プレミアグループ 13.9 13.6 46,512
イー・ギャランティ 53.9 52.8 101,587
不動産業（0.4％）
日本駐車場開発 15 － －
ツクルバ － 25.9 16,135
サービス業（10.9％）
日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 37.4 34.9 78,001
ＧＣＡ 26.4 － －
エムスリー 17.2 14.7 67,840
ＪＰホールディングス 102 96.1 22,006
Ｈ．Ｕ．グループホールディングス 2.9 2.6 7,553
楽天グループ 25.4 － －
アドベンチャー － 23.9 148,658
シンメンテホールディングス 12.5 12.2 12,431
ブリッジインターナショナル 2.9 2.9 5,918
ユーピーアール 2.9 2.9 6,638
アンビスホールディングス 3.1 5.8 26,593
フォースタートアップス － 0.5 1,732
ダイレクトマーケティングミックス 2.5 5 6,830
ベビーカレンダー － 0.4 1,128
リログループ 20.4 20 40,720
東祥 25 14.4 20,448
ＧＲＥＥＮ　ＥＡＲＴＨ　ＩＮＳＴＩＴＵＴＥ － 0.1 150

千株 千株 千円
合 計 株 数 ・ 金 額 1,694.4 1,673 4,089,444

銘柄数<比率> 129銘柄 145銘柄 <92.5％>
（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価総額に対する各業

種の比率です。
（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率

です。
（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■投資信託財産の構成� 2022年１月20日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 4,089,444 92.5
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 333,807 7.5
投 資 信 託 財 産 総 額 4,423,252 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年１月20日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 4,423,252,464円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 325,455,399

株 式(評価額) 4,089,444,740

未 収 配 当 金 8,352,325

(Ｂ) 負 債 815,428

未 払 金 815,428

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 4,422,437,036

元 本 870,506,562

次 期 繰 越 損 益 金 3,551,930,474

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 870,506,562口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 50,803円
（注１）期首元本額� 1,009,536,099円

追加設定元本額� 21,356,306円
一部解約元本額� 160,385,843円

（注２）期末における元本の内訳
ＤＩＡＭ成長株オープン� 870,506,562円
期末元本合計� 870,506,562円

■損益の状況
当期　自2021年１月21日　至2022年１月20日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 69,246,428円

受 取 配 当 金 69,257,017
そ の 他 収 益 金 939
支 払 利 息 △11,528

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △698,210,806
売 買 益 418,340,083
売 買 損 △1,116,550,889

(Ｃ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) △628,964,378
(Ｄ) 前 期 繰 越 損 益 金 4,845,251,482
(Ｅ) 解 約 差 損 益 金 △766,335,324
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 101,978,694
(Ｇ) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,551,930,474

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 3,551,930,474
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
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